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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期のわが国経済は、一部に弱さが残るものの、生産活動に持ち直しの動きがみられ、

全体としては緩やかな回復が続きました。先行きについては、個人消費の回復は依然として鈍いも

のの、海外経済の回復を背景に輸出が緩やかに持ち直していくほか、各種政策の効果もあって、緩

やかな回復が続くとみられます。 

愛媛県経済は、一部に持ち直しの動きがみられるものの、消費は力強さを欠き、全体としては横

ばい圏内の動きが続きました。海外経済の不確実性や金融市場の変動など懸念材料は残りますが、

全国同様、緩やかな回復に向かうことが期待されます。 

このような情勢のもと、当第３四半期連結累計期間における業績は、次のとおりとなりました。 

経常収益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少等により資金運用収益が減少したことか

ら、前年同期比 46 億 52 百万円減少して 865 億 95 百万円となりました。一方、経常費用は、退職

給付に係る営業経費の増加等により、前年同期比 17 億 91 百万円増加して 589 億 78 百万円となり

ました。この結果、経常利益は、前年同期比 64 億 42 百万円減少して 276 億 17 百万円、親会社株

主に帰属する四半期純利益は、前年同期比 33億 58百万円減少して 177億 98百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

譲渡性預金を含めた預金等は、前連結会計年度末比 574 億円増加して５兆 3,818 億円となりまし

た。 

貸出金は、前連結会計年度末比 962 億円増加して３兆 9,863 億円となりました。 

有価証券は、前連結会計年度末比 1,386 億円増加して１兆 8,784 億円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末比 180 億円増加して 6,077 億円となりました。 

総資産は、前連結会計年度末比 4,437 億円増加して６兆 9,537 億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年５月 13 日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じることにより算定しております。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）  

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更

しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微でありま

す。 

 

（追加情報）  

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月

28 日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。  
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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４．平成 29 年３月期 第３四半期決算 説明資料 

（１）平成 29 年３月期 第３四半期損益の概況【単体】 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

○主要計数・前年同期比
平成28年3月期 平成29年3月期 平成29年3月期

第3四半期 第3四半期 業績予想 進捗率

(9ヵ月間) (9ヵ月間) 前年同期比 増減率 （年間）

(A） (B） (B)-(A)

経常収益 78,152 73,419 △ 4,733 △ 6.1 96,000 76.5

コア業務粗利益 62,174 57,107 △ 5,067 △ 8.1

資金利益 57,516 52,186 △ 5,330

役務取引等利益 3,828 4,126 298

うち預り資産収益 1,226 1,236 10

その他業務利益 829 794 △ 35

経費(△) 35,951 36,147 196 0.5

コア業務純益 26,223 20,959 △ 5,264 △ 20.1 25,000 83.8

信用コスト(△)①+②-③-④ 884 △ 1,101 △ 1,985

一般貸倒引当金繰入額（△）① △ 1,242 -        1,242

不良債権処理額（△）② 3,243 69 △ 3,174

貸倒引当金戻入益③ -        705 705

償却債権取立益④ 1,117 465 △ 652

有価証券関係損益 4,730 3,092 △ 1,638

国債等債券関係損益 665 230 △ 435

株式等関係損益 4,065 2,862 △ 1,203

その他臨時損益 1,628 488 △ 1,140

経常利益 31,697 25,642 △ 6,055 △ 19.1 31,000 82.7

特別損益 △ 586 △ 623 △ 37

税引前 四半期純利益 31,111 25,018 △ 6,093

法人税等+同調整額（△） 10,266 7,439 △ 2,827

四半期（当期）純利益 20,845 17,578 △ 3,267 △ 15.7 21,000 83.7

（参考）平成29年3月期第3四半期は、貸倒引当金戻入益を計上しております。

　    なお、貸倒引当金戻入益を内訳別に区分した信用コストは以下のとおりです。

平成28年3月期 平成29年3月期

第3四半期 第3四半期

(9ヵ月間) (9ヵ月間) 前年同期比

(A） (B） (B)-(A)

信用コスト（△） 884 △ 1,101 △ 1,985

一般貸倒引当金繰入額（△） △ 1,242 △ 1,189 53

不良債権処理額（△） 3,243 553 △ 2,690

　うち個別貸倒引当金繰入額（△） 3,077 483 △ 2,594

償却債権取立益 1,117 465 △ 652

(単位:百万円、％)

 

コア業務純益（4～12 月の 9ヵ月間）は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少等により資金

利益が減少したことから、前年同期比 52 億円減少の 209 億円となりました。また、信用コストが減

少したものの、有価証券関係損益等が減少したことから、経常利益は前年同期比 60 億円減少の 256

億円、四半期純利益は前年同期比 32 億円減少の 175 億円となりました。 

平成 29 年 3 月期業績予想（年間）に対する進捗率は、コア業務純益（9 ヵ月間）83.8％、経常利

益（9ヵ月間）82.7％、四半期純利益（9ヵ月間）83.7％となりました。 
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（２）預金等・貸出金の残高【単体】 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 
28年12月末 

 
27年12月末  28年3月末 

 27年12月末比

預金等（末残） （注1） 54,008 280 53,728  53,431 

 うち個人預金 33,882 △ 28 33,910  33,483 

貸出金（末残） 40,072 645 39,427  39,111 

 うち中小企業等貸出金(注2) 29,762 614 29,148  28,863 

  個人向け貸出金 9,828 308 9,520  9,603 

   うち住宅ローン 7,185 211 6,974  7,000 

 
（単位：億円）    （参考）（単位：億円） 

 
28年12月末 

 
27年12月末  28年3月末 

 27年12月末比

信用保証協会保証付貸出金 994 △ 121 1,115  1,076 
 

（注）１．預金等は、預金及び譲渡性預金の合計であります。 

   ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

 

 

（３）預り資産の残高 

 

 

 

 

 

（単位：億円）    （参考）（単位：億円） 

 

28年12月末 
 

27年12月末  28年3月末 
 27年12月末比

伊予銀行預り資産残高 3,307 △ 45 3,352  3,334 

 

投資信託 882 △ 75 957  934 

保険 1,899 87 1,812  1,848 

国債 293 △ 121 414  401 

 金融商品仲介 232 64 168  149 

いよぎん証券預り資産残高 1,577 250 1,327  1,315 

伊予銀行グループ合計 4,884 204 4,680  4,649 

      

      

預金等残高は平成 27 年 12 月末比 280 億円増加（増加率 0.5％）、貸出金残高は平成 27 年

12 月末比 645 億円増加（増加率 1.6％）しております。 

 

伊予銀行グループの預り資産残高は、平成 27 年 12 月末比 204 億円増加の 4,884 億円とな

りました。 
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（４）有価証券の評価損益【単体】 

 

 

 

 

 

（単位：億円）    （参考）     （単位：億円） 

 

28 年 12 月末 28 年 9 月末 28 年 3 月末 

時価 評価損益   時価 評価損益   時価 評価損益  
    

         

 28 年 9

月末比 
評価益 評価損

  
評価益 評価損   評価益 評価損

その他有価

証券 
18,639 2,216 180 2,271 55 16,933 2,036 2,094 57 17,226 2,177 2,215 38

  株式 2,685 1,711 244 1,717 6 2,444 1,467 1,498 31 2,493 1,516 1,531 15

  債券 10,712 346 △ 63 354 7 10,283 409 411 2 10,052 439 441 2

  その他 5,241 158 △ 1 199 41 4,205 159 184 24 4,680 221 242 20

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、評価損益は貸借対照表価額と取得価額との差額を計上して

おります。 

２．満期保有目的の債券はありません。 

 

 

 

（注）金銭の信託に係る評価損益を除く。 

 

 

 

平成 28 年 12 月末の有価証券の評価損益は、2,216 億円と地銀トップクラスの水準を確保して

おります。 

有価証券評価益（単体）の推移

1,830億円

2,177億円

2,036億円

2,216億円
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（５）金融再生法ベースの開示不良債権【単体】 

 

 

 

 

 

 

                                                                  （単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 28年12月末 
 

28年9月末 
 

28年3月末 
28年9月末比  

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 41 △ 13 54  42 

危険債権 403 3 400  455 

要管理債権 178 9 169  169 

合 計 623 △ 1 624  667 

      

開示不良債権比率 1.49％ △ 0.03p 1.52％  1.64％ 

 

 

 
 
 

金融再生法ベースの開示不良債権は 623 億円、開示不良債権比率は 1.49％と引き続き

低水準を維持しております。 

開示不良債権額･比率推移

0
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開示不良債権比率（右軸）

1.49％ 
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（６）自己資本比率（国際統一基準） 

 

 

 

 

 

 

【単体】                                     （単位：億円） 

 28 年 12 月末  
28 年 9 月末

［速報値］ 28年9月末比 

（1）単体総自己資本比率（（4）/（7）） 14.27%  △0.57% 14.84%

（2）単体Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 13.16% △0.54% 13.70%

（3）単体普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 13.16% △0.54% 13.70%

（4）単体における総自己資本の額 5,172  77 5,095

（5）単体におけるＴｉｅｒ１資本の額 4,767 62 4,705

（6）単体における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 4,767 62 4,705

（7）リスク・アセットの額 36,220  1,897 34,323

（8）単体総所要自己資本額（（7）×8%） 2,897 152 2,745
 
 
 

【連結】                                     （単位：億円） 

 28 年 12 月末  
28 年 9 月末

［速報値］ 28年9月末比 

（1）連結総自己資本比率（（4）/（7）） 14.64%  △0.58% 15.22%

（2）連結Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 13.46% △0.55% 14.01%

（3）連結普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 13.46% △0.50% 13.96%

（4）連結における総自己資本の額 5,392  73 5,319

（5）連結におけるＴｉｅｒ１資本の額 4,958 60 4,898

（6）連結における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 4,958 80 4,878

（7）リスク・アセットの額 36,821  1,876 34,945

（8）連結総所要自己資本額（（7）×8%） 2,945  150 2,795
（注）  信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法、オペレーショナル・リスク相当額の算出においては

粗利益配分手法を採用しております。 

平成 28 年 12 月末の連結総自己資本比率は 14.64％、連結普通株式等 Tier１比率は 13.46％

となりました。 
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